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発行人　綾　井　祐　一

副
知
事
か
ら
は
、
元
島
民
の
平

均
年
齢
が
八
十
七
歳
を
超
え
た

こ
と
等
を
踏
ま
え
、「
県
民
総

ぐ
る
み
で
運
動
の
輪
を
広
げ
る

必
要
が
あ
る
」、
山
本
理
事
長

か
ら
は
、「
今
ま
で
以
上
に
全

国
の
返
還
要
求
運
動
関
係
者
が

一
丸
と
な
っ
て
北
方
四
島
の
返

還
を
求
め
る
国
民
世
論
を
結
集

さ
せ
て
、
ね
ば
り
強
く
運
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り

も
重
要
で
あ
る
」と
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
神
奈
川
大
学
の
学

生
二
名
か
ら
、
令
和
五
年
九
月

に
開
催
さ
れ
た「
北
方
領
土
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
」
に
つ
い
て
、
参
加

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。「
北
方

領
土
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
は
、
北
対

令
和
五
年
十
一
月
十
三
日

（
月
）、
横
浜
市
中
区
の
「
横
浜

情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
」情
文
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
第
三
十
七
回

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈

川
県
民
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
本
大
会
は
、
現
下
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
り
北
方
領
土

元
島
民
の
方
々
が
北
方
四
島
で

の
お
墓
参
り
も
出
来
な
い
、
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
等

を
踏
ま
え
、「
元
島
民
」の
方
々

に
寄
り
添
う
こ
と
を
テ
ー
マ

に
、
大
会
名
を
「
四し

島ま

の
記
憶

を
た
ど
っ
て
」
と
し
、「
北
方

領
土
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
参
加
大
学
生

の
報
告（
元
島
民
の
方
の
体
験

談
を
聞
い
て
の
感
想
等
）」、「
元

島
民
体
験
談
の
朗
読
」と
い
っ

た
「
元
島
民
」
の
方
々
に
主
眼

を
置
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
で

実
施
し
ま
し
た
。

会
員
を
は
じ
め
約
二
〇
〇
名

が
参
加
し
た
今
大
会
で
は
、
主

催
者
の
加
藤
会
長
の「
戦
後
七

十
八
年
を
経
た
今
も
ロ
シ
ア
の

不
法
占
拠
状
態
が
続
い
て
い

る
。
厳
し
い
状
況
だ
が
、
外
交

交
渉
を
支
え
る
の
は
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
返
還
を
求
め
る
意

志
だ
」
と
の
挨
拶
の
後
、
来
賓

の
武
井
政
二
神
奈
川
県
副
知
事

及
び
独
立
行
政
法
人
北
方
領
土

問
題
対
策
協
会
（
以
下
「
北
対

協
」と
い
う
。）の
山
本
茂
樹
理

事
長
か
ら
、
当
県
民
会
議
の
活

動
へ
の
敬
意
と
今
後
の
運
動
へ

の
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。
武
井

協
が
全
国
の
大
学
生
等
を
北
海

道
根
室
市
に
招
聘
し
、
北
方
領

土
問
題
に
関
す
る
講
義
及
び
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

を
通
じ
て
、
北
方
領
土
問
題
を

正
し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
意

識
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
返

還
運
動
の
後
継
者
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ

た
も
の
で
す
。
学
生
た
ち
か
ら

は
、「
若
い
人
が
考
え
、
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」と
願
う
元
島

民
の
声
を
紹
介
し「
私
た
ち
の

世
代
が
率
先
し
て
関
心
を
持

ち
、
解
決
に
努
力
す
る
使
命
が

芽
生
え
た
」と
の
想
い
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
歯
舞
群
島
・
志し

発ぼ
つ

島と
う

の
元
島
民
二
世
で
落
語
家
の
三

遊
亭
金
八
師
匠
、
神
奈
川
県
の

舞
台
芸
術
人
材
育
成
事
業
「
マ

グ
カ
ル
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア

ー
ツ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
履
修

生
で
あ
る
、
俳
優
の
真ま

坂さ
か

雅み
や
び

さ

ん
及
び
野の

良ら

の
り
オ
さ
ん
の
三

人
が
北
方
領
土
元
島
民
体
験
談

の
朗
読
を
行
い
ま
し
た
。今
回
、

真
坂
さ
ん
、
野
良
さ
ん
の
お
二

人
は
、
色
丹
島
の
元
島
民
の
得と

く

能の
う

宏ひ
ろ
し

さ
ん
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
体
験
談
を
聴
講
す
る
な
ど
、

事
前
に
北
方
領
土
問
題
に
つ
い

四し

島ま

の
記
憶
を
た
ど
っ
て

第
三
十
七
回
県
民
大
会
を
開
催

会
場
は
横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

て
理
解
を
深
め
た

上
で
、
体
験
談
の
朗

読
に
臨
み
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

し
め
く
く
り
は
、
県

立
湘
南
高
校
合
唱

部
の
皆
さ
ん
が「
銀

河
鉄
道
の
夜
～
星

め
ぐ
り
の
歌
～
」、

唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」

の
二
曲
を
元
島
民

の
望
郷
の
思
い
を
込
め
て
歌
い

上
げ
ま
し
た
。「
銀
河
鉄
道
の

夜
～
星
め
ぐ
り
の
歌
～
」
は
、

色
丹
島
元
島
民
の
得と

く

能の
う

宏ひ
ろ
し

さ
ん

を
モ
デ
ル
に
し
た
ア
ニ
メ
映
画

「
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
島
」
の
主
題

歌
で
す
。

最
後
に
、
石
川
理
事
（
神
奈

川
県
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議

会
会
長
）
か
ら
、
神
奈
川
県
民

の
総
意
を
結
集
し
、
ね
ば
り
強

く
運
動
を
推
進
す
る
と
い
う
大

会
宣
言
が
提
案
さ
れ
、
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
Y
o
u
T
u
b
e
登

録
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
お
い
て
ア
ー

カ
イ
ブ
を
公
開
中
な
の
で
、
是

非
、
下
記
U
R
L
又
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
い
た
だ

き
、
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

当
日
、会
場
ホ
ワ
イ
エ
で
は
、

県
立
金
沢
総
合
高
校
の
生
徒
の

皆
さ
ん
が
研
修
旅
行
で
訪
問
し

た
、
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
学

習
成
果
と
し
て
製
作
し
た
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
を
御
覧
に

な
ら
れ
た
方
々
か
ら
は
、「
よ

く
調
べ
ら
れ
て
い
る
」等
と
い

っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

左から野良のりオさん、真坂雅さん 県立湘南高校合唱部の皆さん

2024

加藤会長挨拶 武井副知事挨拶 山本理事長挨拶

県民大会の様子

三遊亭金八師匠

神奈川大学学生による発表

三
遊
亭 

金
八  

師
匠
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

○
一
九
七
〇
年
北
海
道
根
室
市
生
ま
れ
。

○
一
九
九
〇
年
四
月
四
代
目
三
遊
亭
金
馬
に
入

門
、
住
み
込
み
弟
子
と
し
て
修
行
。

○
一
九
九
〇
年
五
月
前
座
と
な
り
楽
屋
入
り
、
上
野
鈴
本
演
芸
場
で
初
高
座
。

○
一
九
九
三
年
十
一
月
二
ツ
目
昇
進
。

○
二
〇
〇
二
年
三
月
真
打
昇
進
。

○
北
海
道
根
室
市
出
身
で
北
方
領
土
元
島
民
二
世（
父
が
歯
舞
群
島
志
発
島
・

相
泊
）と
い
う
こ
と
か
ら「
北
方
領
土
寄
席
」と
し
て
、
北
方
領
土
を
題
材
に

し
た「
北
方
領
土
落
語
」や「
北
方
領
土
南
京
玉
す
だ
れ
」な
ど
社
会
的
な
も

の
も
ネ
タ
と
し
て
取
り
入
れ
活
動
。
北
海
道
を
は
じ
め
、
全
国
で
北
方
領
土

関
連
の
イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
で
北
方
領
土
に
関
す
る
落
語
や
講
演
も
行
う
。

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
全
国
大
会
で
は
司
会
も
務
め
る
。

真
坂
　
雅  

さ
ん
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

俳
優
・
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
企
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。

横
浜
国
立
大
学
教
育
人
間
科
学
部
卒
業
。
専

攻
は
理
科
教
育
。

自
身
に
よ
る
演
劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス「
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
企
画
」と
し
て
、
東
京
都
と
秋

田
県
の
2
拠
点
で
演
劇
公
演
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
製
作
を
行
い
な
が
ら
、
神

奈
川
・
東
京
で
の
舞
台
や
Ｃ
Ｍ
に
出
演
。
2
0
2
2
年
ま
で
神
奈
川
県
の
舞
台

芸
術
人
材
育
成
事
業
マ
グ
カ
ル
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に

所
属
し
、
扉
座
・
横
内
謙
介
氏
を
師
事
。

現
在
は
演
劇
カ
ン
パ
ニ
ー「
ノ
ア
オ
ノ
オ
モ
チ
ャ
バ
コ
」、
株
式
会
社
C
L
E
O

に
所
属
し
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
。

《
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
企
画
Ｈ
Ｐ
》https://theokam

iproject.jim
dofree.com

野
良 

の
り
オ  

さ
ん
　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

俳
優
・
タ
レ
ン
ト
。
東
京
都
出
身
。
吉
本
興
業

所
属
。
特
技
は
チ
ェ
ロ
、一
輪
車
、
フ
ル
ー
ト
。

２
０
２
２
年
ま
で
神
奈
川
県
の
舞
台
芸
術
人

材
育
成
事
業
マ
グ
カ
ル
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
所
属
。

《
主
な
出
演
作
》

マ
グ
カ
ル
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
・
ア
カ
デ
ミ
ー『
バ
イ
ト
シ
ョ
ウ
–
フ
ァ

イ
ナ
ル
–
』 作
・
演
出 

横
内
謙
介

２
０
２
３
年
A・R・P
本
公
演「
葛
飾
ナ
ン
バ
ー
」作・演
出
：
A・ロ
ッ
ク
マ
ン

２
０
２
１
年
映
画「
特
撮
喜
劇
大
木
勇
造
人
生
最
大
の
決
戦
」（
監
督
：
石
井
良

和
）未
希
役

2
0
2
1
年
映
像
作
品「
蝉
の
恋
」（
監
督
：
市
川
健
太
監
修
：
金
沢
知
樹
）若

尾
佐
知
代
役

県
立
湘
南
高
校
合
唱
部
　プロ
フ
ィ
ー
ル

　
こ
ん
に
ち
は
！
神
奈
川
県
立
湘
南
高
校
合
唱
部
で
す
。

　

湘
南
高
校
合
唱
部
は
１
９
４
６
年
に
創
部
さ
れ
、
一
昨

年
に
創
部
75
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
個
性
豊
か
な
部
員
と

共
に
、
湘
南
高
校
の
合
言
葉
で
あ
る「
最
も
困
難
な
道
に

挑
戦
せ
よ
」の
も
と
、
日
々
音
楽
の
楽
し
さ
に
触
れ
な
が

ら
部
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

歌
唱
曲
は
い
わ
ゆ
る「
合

唱
曲
」と
呼
ば
れ
る
曲
の
み

な
ら
ず
、
ヘ
ン
デ
ル
の「
メ

サ
イ
ア
」の
よ
う
な
宗
教
曲

か
ら
、Mrs.GREEN APPLE

と
の
コ
ラ
ボ
曲
で

あ
る「
僕
の
こ
と
」な
ど
の
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ま
で
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
中
に
は
、
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
鹿
児
島
大
会
に
て
披
露
し
た「JANGER

」

な
ど
、
踊
り
な
が
ら
歌
う
も
の
も
あ
り
、
体
を
使

っ
た
表
現
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

福
王
寺
先
生
の
感
性
豊
か
な
ご
指
導
の
も
と
、

和
気
あ
い
あ
い
と
、
時
に
は
真
摯
に
、
唯
一
無
二

の
音
楽
を
こ
れ
か
ら
も
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
！

県民大会出演の皆さん

https://youtu.be/
fSzbBu6CEHg 石川理事



平
和
を
願
っ
て

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神

奈
川
県
民
会
議
が
発
足
し
た
の

が
昭
和
六
十
年
十
一
月
、
そ
れ

（第74号）	 四
し

島
ま

の か け 橋	 2024年1月1日 （日曜日）　（ 2 ）

編
集
後
記

◇
十
一
月
三
〇
日（
木
）、
四
十

七
都
道
府
県
民
会
議
の
推
進
委

員
等
が
T
K
P
市
ヶ
谷
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
一
堂
に

会
し
、
令
和
五
年
度
（
第
三
十

八
回
）
都
道
府
県
民
会
議
代
表

者
全
国
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
会
議
は
北
対
協
が
主
催

し
、
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

に
携
わ
る
推
進
委
員
等
の
各
都

道
府
県
の
代
表
者
が
参
加
し
、

内
閣
府
、
外
務
省
及
び
文
部
科

学
省
担
当
者
に
よ
る
政
府
説

明
、
北
対
協
に
よ
る
説
明
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
の
北
対

協
理
事
長
挨
拶
で
は
、
神
奈
川

県
民
大
会
で
の「
元
島
民
体
験

談
の
朗
読
」
に
つ
い
て
、
良
い

取
り
組
み
だ
と
紹
介
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
北
方
領
土

返
還
要
求
運
動
都
道
府
県
民
会

議
事
例
発
表
で
は
、「
神
奈
川

県
民
会
議
事
業
に
お
け
る
若
年

層
を
含
む
参
加
者
増
の
取
組
」

に
つ
い
て
、
北
方
領
土
パ
ネ
ル

展
、
県
民
大
会
に
お
け
る
若
年

層
の
参
加
を
促
す
工
夫
を
中
心

に
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
県
民
大

会
に
お
け
る
工
夫
例
と
し
て
神

奈
川
県
民
大
会
が
高
く
評
価
さ

れ
、
神
奈
川
県
民
大
会
の
運
営

に
対
し
て
大
き
な
関
心
を
い
た

だ
き
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

�

（
綾
井
）

県
民
会
議
で
は
、「
北
方
領

土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間
」

で
あ
る
二
月
中
、
Ｊ
Ｒ
横
浜
駅

N
e
w
D
a
y
s
ビ
ジ
ョ
ン
で
、

北
方
領
土
に
関
す
る
啓
発
映
像

を
放
映
し
ま
す
。

一
回
三
十
秒
の「
啓
発
映
像
」

が
、
Ｊ
Ｒ
横
浜
駅
N
e
w
D
a

y
s
ビ
ジ
ョ
ン
四
面
で
流
れ
る

予
定
で
す
。

な
お
、
こ
の
他
に
も
、
川
崎

市
各
区
役
所
の
窓
口
の
デ
ジ
タ

Ｊ
Ｒ
横
浜
駅
N
e
w
D
a
y
s
ビ
ジ
ョ
ン
等
で

北
方
領
土
に
関
す
る
県
民
会
議
の

「
啓
発
映
像
」
放
映
を
実
施
!!

一
八
五
五
年
の
二
月
七
日

（
旧
暦
で
は
安
政
元
年
十
二
月
二

十
一
日
）、
伊
豆
の
下
田
に
お
い

て
日
魯
通
好
条
約
が
調
印
さ
れ

た
。
こ
の
条
約
で
日
露
両
国
の

国
境
が
平
和
裏
に
定
め
ら
れ
、

北
方
四
島
が
日
本
の
領
土
と
し

て
初
め
て
国
際
的
に
明
確
に
な

り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経
緯
を

踏
ま
え
て
、
北
方
領
土
問
題
に

対
す
る
国
民
の
関
心
と
理
解
を

さ
ら
に
深
め
、
全
国
的
な
北
方

領
土
返
還
運
動
の
一
層
の
推
進

を
図
る
た
め
、一
九
八
一
年
一
月

六
日
の
閣
議
了
解
に
よ
り
、
二

月
七
日
が「
北
方
領
土
の
日
」と

し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

本
年
も
二
月
七
日（
水
）に
、

「
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大

会
」が
東
京
で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。

二
月
七
日
㈬
は

「
北
方
領
土
の
日
」

JR横浜駅 NewDaysビジョン

見
張
る
ほ
ど
立
派
で
き
れ
い
な

船
舶
で
し
た
。

北
対
協
の
山
崎
さ
ん
が
船
内

を
詳
し
く
案
内
し
て
く
だ
さ

り
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
え

と
ぴ
り
か
」
の
横
浜
港
へ
の
入

港
は
、
今
回
が
初
め
て
の
こ
と

で
あ
り
、「
北
方
領
土
エ
リ
カ

ち
ゃ
ん
」
と
そ
の
ボ
ー
イ
フ
レ

ン
ド
の
「
エ
リ
オ
く
ん
」
が
出

迎
え
て
く
れ
、船
内
で
は
、「
北

方
領
土
エ
リ
カ
ち
ゃ
ん
」
の
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
北
方
領
土
パ

ネ
ル
で
楽
し
く
「
北
方
領
土
」

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
企
画
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
客
室
の
四
名
部
屋
、
八

名
部
屋
、
浴
場
、
病
室
、
広
い

食
堂
兼
集
会
室（
九
十
六
名
が

収
容
可
能
で
、
各
種
研
修
に
お

い
て
勉
強
会
に
も
利
用
さ
れ
ま

す
。）が
あ
り
、以
前
の「
ロ
サ
・

ル
ゴ
サ
」に
比
べ
て
全
て
が
快

適
な
船
舶
だ
と
思
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
ビ
ザ
な
し
交
流

は
、
現
在
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

を
踏
ま
え
た
我
が
国
の
制
裁
措

置
に
反
発
し
、
ロ
シ
ア
が
一
方

的
に
停
止
を
表
明
し
て
お
り
、

領
土
問
題
の
解
決
に
向
け
て
続

け
ら
れ
て
き
た
交
流
が
い
つ
再

開
さ
れ
る
の
か
と
い
っ
た
懸
念

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
元
島
民

の
方
々
は
御
高
齢
と
な
り
、
こ

の
「
え
と
ぴ
り
か
」
に
よ
る
墓

参
も
出
来
ず
に
心
を
痛
め
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
一

四し

島ま

想
い
　
心
に
点
す
　
返
還
の
火

令
和
五
年
度　

　

北
方
領
土
に
関
す
る
標
語
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

〈
最
優
秀
賞
〉

東
京
都
大
田
区
　
小
川
昭
二
さ
ん

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

や
本
厚
木
駅
の

電
光
ビ
ジ
ョ

ン
、
ミ
ナ
カ
小

田
原
・
小
田
原

駅
東
西
自
由
連

絡
通
路
設
置
の

デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
な
ど
に

よ
る
広
報
を
予

定
し
て
い
ま

す
。

か
ら
二
年
を
経
て
、
昭
和
六
十

二
年
七
月
に「
四し

島ま

の
か
け
橋
」

第
一
号
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
今

回
は
「
四し

島ま

の
か
け
橋
」
第
七

十
四
号
に
な
り
ま
す
。

「
四し

島ま

の
か
け
橋
」
の
執
筆

に
当
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
北
方

領
土
四
島
の
返
還
に
つ
い
て
述

べ
て
き
ま
し
た
が
、
今
号
は
世

界
の
平
和
に
つ
い
て
述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。
御
承
知
の
と
お

り
、令
和
四
年
二
月
二
十
四
日
、

ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍

事
侵
略
を
開
始
し
、
以
降
、
民

間
人
に
死
傷
者
を
出
す
攻
撃
を

行
い
、
病
院
、
学
校
、
住
宅
な

ど
の
市
民
の
建
物
に
被
害
を
与

え
て
い
ま
す
。
国
際
法
に
違
反

す
る
無
差
別
攻
撃
が
行
わ
れ
、

そ
の
一
部
は
戦
争
犯
罪
に
当
た

る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
軍
事
侵
略
が
始
ま
っ
た

最
初
の
週
の
終
わ
り
ま
で
に
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
百
万
人
以
上

の
民
間
人
が
自
宅
を
離
れ
、
そ

の
多
く
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
外
に

避
難
し
、
神
奈
川
県
に
も
何
名

か
の
方
々
が
避
難
を
さ
れ
て
き

て
お
り
ま
す
。
ロ
シ
ア
国
内
で

は
、
戦
争
に
つ
い
て
報
じ
た
出

版
物
を
理
由
に
、
当
局
が
複
数

の
独
立
系
メ
デ
ィ
ア
の
サ
イ
ト

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
遮
断
し
、
大

手
独
立
系
放
送
局
が
閉
鎖
さ
れ

る
な
ど
、
当
局
に
よ
る
検
閲
は

新
た
な
段
階
に
達
し
た
と
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
戦
闘
が
始
ま
っ

た
最
初
の
週
に
は
、
ロ
シ
ア
全

土
に
お
け
る
数
千
人
の
反
戦
デ

モ
参
加
者
が
恣
意
的
に
拘
束
さ

れ
た
そ
う
で
す
。残
念
な
が
ら
、

二
年
近
く
経
っ
た
現
在
も
侵
略

は
続
い
て
お
り
ま
す
。
翻
っ
て

中
東
に
目
を
向
け
る
と
、
イ
ス

ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ　

ハ
マ

ス
と
の
戦
争
が
連
日
の
よ
う
に

報
道
さ
れ
、
一
般
市
民
の
多
く

の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
、
特
に

多
く
の
子
供
た
ち
が
犠
牲
と
な

る
と
い
う
報
道
に
心
を
痛
め
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
戦
争
の

一
刻
も
早
い
終
結
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

北
方
四
島
交
流
等
事
業
使
用

船
舶
「
え
と
ぴ
り
か
」
を
訪
問

し
て令

和
五
年
十
月
二
十
日（
金
）

か
ら
三
日
間
、
独
立
行
政
法
人

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
（
以

下
「
北
対
協
」
と
い
う
。）
主
催

の
下
、
横
浜
新
港
ふ
頭
九
号
岸

壁（
横
浜
市
中
区
新
港
二
丁
目

五
番
一
号（
ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ
ド

の
近
く
に
な
り
ま
す
。）。
以
下

「
横
浜
港
」
と
い
う
。）
に
北
方

四
島
交
流
等
事
業
使
用
船
舶

「
え
と
ぴ
り
か
」（
以
下
「
え
と

ぴ
り
か
」
と
い
う
。）
が
接
岸

し
、
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

北
対
協
で
は
、「
え
と
ぴ
り
か
」

を
、
北
方
四
島
と
の
交
流
や
お

墓
参
り
と
い
っ
た
、
北
方
四
島

交
流
等
事
業
（
以
下
、「
四
島

交
流
等
事
業
」と
い
う
。）だ
け

で
は
な
く
、
啓
発
事
業
に
利
活

用
す
る
こ
と
で
、
北
方
領
土
問

題
に
関
す
る
国
民
一
般
の
理

解
・
関
心
を
広
げ
る
こ
と
を
目

的
に
、
全
国
各
地
の
港
に
お
い

て
、「
え
と
ぴ
り
か
」
の
一
般

公
開
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
当

日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
返
還

要
求
運
動
関
係
者
や
船
舶
フ
ァ

ン
の
み
な
ら
ず
、
子
供
連
れ
家

族
や
若
者
、
周
辺
の
お
祭
出
場

者
等
、多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
、

船
内
見
学
を
楽
し
み
、
当
初
の

見
込
み
を
は
る
か
に
上
回
る
、

約
三
千
三
百
名
の
方
が
観
船
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

私
は
初
日
の
十
月
二
十
日
、

快
晴
の
な
か
取
材
を
兼
ね
て
横

浜
港
に
向
か
い
ま
し
た
。
か
つ

て
私
が
平
成
二
十
三
年
八
月
十

八
日
よ
り
五
日
間
、
第
二
十
回

北
方
四
島
交
流
訪
問
事
業
に
参

加
し
た
際
に
乗
船
し
た
の
は

「
ロ
サ
・
ル
ゴ
サ
」と
い
う
、
四

百
八
十
ト
ン
の
、
波
が
立
つ
と

厳
し
く
揺
れ
る
船
舶
で
し
た
。

そ
れ
に
比
べ
る
と
、「
え
と
ぴ

り
か
」
は
、
そ
の
二
倍
強
の
千

百
二
十
四
ト
ン
で
あ
り
、
目
を

ポスター

えとぴりか

食堂兼集会室

客室

刻
も
早
く
墓
参
が
で
き
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。�

（
綾
井
）


